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 要  旨 
医療分野では，医師による診断等の際に，断層画像と呼ばれる人体の断面画像を用いる機会が
多く，それら画像は tomograpy の技術を用いて得られる．tomography は観測対象を透過した信
号の観測データを元に画像を得る技術で，計算機を用いて断層画像を得る場合を CT(Computed 
Tomography)と呼ぶ．画像の取得は，観測データから物質の性質を示すパラメータの推定により
行う．このことを画像再構成と呼ぶ． 
 画像再構成を行う際に，信号の S/N 比が悪くなる，または観測データが少なくなる状況では，
再構成画像が観測データに含まれるノイズの影響を受けやすくなる．そのような観測データから
でも精度良く再構成を行う手法に，MAP-EM 法(Maximum A Posteriori estimation-Expectation 
Maximization)がある．この手法はベイズ確率に基づいており，事前分布と呼ばれる推定対象の
特性を確率モデル化したもので補うことで再構成を行う． 
先行研究では，MAP-EM 法で GMRF(Gaussian Morkov Random Field)と呼ばれる事前分布を
用いた．この事前分布は，ある画素において，隣接画素と同じ画素値をとりやすいというもので，
ノイズの影響を減少させる効果があることがわかった．しかし，画像のエッジの部分がぼやける
という問題点も見受けられた． 
本研究では，画像のエッジ成分を保ちつつ画像再構成を行うことを目的とし，GMRF を用いた
MAP-EM 法の改良を考える．エッジとは隣接画素の画素値の差が大きい箇所を指す．従って，
GMRF での隣接画素の類似度の強さを制御するパラメータが画素値の差に依存するようなモデ
ルで記述し，これを調整することで新たな事前分布を提案する． 
計算機実験において提案手法により，エッジ部分がはっきりと表現された再構成画像が得られ，
PSNR の画質指標において，従来手法より画質の向上を示すことができた． 
 
 
